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ごあいさつ 奈良県算数数学教育研究会
会 長 杉 澤 茂 二

平成23年度第一学期奈良県算数数学教育研究発表会を開催す
るにあたりまして，暑い中多数のご参加をいただき本当にあり

がとうございました。開催にあたり，奈良県教育委員会事務局
学校教育課指導主事椿本剛也様，天理大学人間学部総合教育研
究センター教授上田喜彦様，奈良市立東市小学校教頭小島源一
郎様，宇陀市立榛原西小学校教頭松岡清之様にご来賓として又
指導助言としてお越し頂き，感謝申し上げます。
平成23年度は，今回の第一学期研究発表会，１１月１日には研

究大会として，天理市におきまして前栽小学校，天理西中学校
を会場として開催されます。そして，平成24年１月26日(木)に

第三学期研究発表会を実施する予定です。８月１日からの日数
教神奈川大会，１１月１１日の近数教滋賀大会と．今年も，研究を＃
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教神奈川大会，１１月１1日の近数教滋賀大会と，今年も，研究を深め，成果を広く問うていきたいと
考えています。
さて，今年の県算研も先日の評議員会でご承認を頂き，新しい体制でスタートしたわけですが，

変更した点についてご紹介させていただきます。
「代表幹事」を新設しました。長年研究会を牽引してくださった幹事の中で教頭職に就かれて，

校務多忙でなかなか会に参加いただけないという問題がありました。そこで，研究部や調査部など
実働は幹事に任せて，その幹事を指導し支援していく「代表幹事」に就任いただく事になりました。
小学校８名，中学校２名です。今までの経験を生かし，大所高所からのご支援を期待してやみませ
ん。そして，代表幹事が抜けた分を若手の幹事を起用し，県算研の若返りを図るとともに，裾野の

拡大に努めたいと考えています。
新指導要領が完全実施されている小学校，来年の完全実施に向けて移行期間に入っている中学校。

常に目線を児童生徒に置いて，「基礎・基本の力をつけ，算数数学の楽しさを味わわせる」事を大
きなねらいとして，今年の活動を進めたいと考えます。

奈良県教育委員会，各市町村教育委員会，大学並びに関係機関の皆様のご指導とご支援を得なが
ら，やらされている仕事ではなく，「自分がやってみたい，自分が行きたい」研究会を目指したい
と思います。

新しい体制で，新しいメンバーを加えて，新しい気持ちで頑張りましょう。








